






の諸制度を集成した大著『アクバル会典JI (A 'in-i Ak如何)がある O この書で
取り上げられている制度は皇室関係からはじまって軍隊関係、財政関係、
民族誌関係など多岐にわたる分野に及んでいる O インドの民族誌的諸事項













































この大地(インめには360種以上の知識と技能(shi凶 sa'iI kirdar) [の
2 
クパル会典』に見えるインドの伝統的学術と仏教について


































































































































した下点イすき yaとalifと下点イすき yaのイ者と kafのア音よち成
る(7)一ーはニヤ…ヤ哲学('ilm-iNiyaya)の学者(dana)である。パイシ
ェーキカ採(Baisheykhika)--baのア音と1点付き yaの黙音と付点
のぬ誌の未知のイ音と下点付き y訟の黙音と kafおよび路れた haの
イ音と kafのア音より成るは〉一ーは、その学問と知識について後ほ
ど論じられるc ベ…ダーンデイ…派(Beydaritiy)一一一回の未知のイ音
と下点付き yaの黙音と dalとalifと穏れた n加と上点付き taのイ
と下点付き y設の黙音より成る (9)一一ーはべ…ダーント官学 ('ilmωi
Beydant)の学者であるO ミーマーンサク訣(Mimarisak)-一語imのイ音
と下点付き yaの黙寄と mimとalifと揺れた nunとsinのア音と kaf
より成る(10)一ーはミーマーンサー哲学 ('ilm-iMim加 sa)の知
(shinasanda)である。〔さらに〕サーンク採(Sarikh)…一一sinとalifと諮












の上点付き taの黙音と dalのア菅とほの黙官と sinのア音と nunの
黙音より成る{尚一一と呼んでいるO すなわち γ学問の六つの道J
(shash rawish-i danish)の意である O ニヤ…ヤとパイシェーキカは独特
7 
の関係 (paiwand-iyak-tay)を有しており、ベーダ…ントとミーマーン
サ…、サーンクとパータンジャルもそれぞれ向様の関係にある O ♂ 





















一一付点の shlnとalifとkafとmimのウ音と nunのイ音より成る (18)




ラ…ジャ・シッドゥ…ダン (Siddhudan) sInのイ音と dalお
fアクパル会異議 tこ見えるインドの伝統的学帯と弘教について
























































budan) [の 8つであるJ(29)。善(neki)の源泉(sarmaya)として 3つの









の黙音と jlrnのア音と sIn(のア審〕と重複の上点イすき taのイ吾と下




シア諾の kafおよび下点付き yaとalifとnunより成る (39)一ーすなわ
ち慣習的知識(rasmIdanish)であるo (2つ自は〕ウィーダナー (widana)
--wawのイ音と下点付き yaの黙音と dalのア吾と nunとalifより
成る (40)一一一すなわち善悪の報い(bad-afrめ inekI u badUを受けること
である o (3つ自は〕サンギニヤー (sanginya)一--sInのア音と鼻膏Aの












(ba-加 nam)呼ばれている o (アールジャ・サッティヤ(四重諦)の〕第2
はサムダイ (samday)一一sInのア音と rnlrnの黙音と dalのア音と下点
付き yaよち成る (44)ーーでjらって、欲望 (khwahish 寅欲)と怒り
(khashm 摸悉)から生ずるものであち、それによって r(これは〕私で






会得すること (khoyshudan)で、ある (46)0 [アー Jレジヤ場サッティヤの〕
第4はニルード(nirudh)一一 n加のイ音とはのウ音と wawの黙音と












るO 第3は称賛や批難によゥて喜んだり悲しんだりしないこと G 第4
は特別の涜議(tarz)でき在ること O 第5はこの人々(仏教徒たち)がチャイ
イヤ (chaytiya)一一ペルシア語の仰のア音と下点付き yaの黙音と
上点付き taのイ音と下点付き yaのア音よち成る (50)一ーと呼んでい
る礼拝月号(parastish引 h)に影f象(paikar 仏議)を安置すること G 第6は
在るがままの如くに認識すること O第7はパータンジャル(Patanjal)
において認められる〔主昧に至る〕八実修法(hastchlz jog)に努めるこ






























一一ω 剛 sinのア音と wawの黙背と上点fすき taのイ音と raとalifと路れ
た nunと上吾、付き taのイ音と kafのア音から成る (55)一ーで、彼らは
対象は類推によって理解されるもの(mt耐 ak)であると考えている。第
3はジムーガーチヤール派(Jugachar)一一jimのウ音と wawの黙音と






と下点付き yaのア音と mimのイ者と kafのア音より成る (57)一一ー で、
13 
認識と対象とをスンヌ (sunn)一 sinのウ吾と重複の nunの黙音より




しては〔さまざまな〕相違が住じている O 彼らは3維の学問(‘ilm 知
識〉が大切である (mu‘tabar)であると考えている。盟明治tidl話〉の学問(論
と、 c-t本語の)整序(inti?-窓口])の学問(59)と、内語的世界(ma‘nawImulk) 
の探索 (rah-nawardr)の学問(60)とである o (Ii'アクパjレ会典」テクスト、
Vol.I， p.1l1，1.6叩 p.113，1.21.) 
アブル・ブァズルが行なった仏教徒についての解説の全文は以上の通り
である。また仏陀生誕にまつわる伝承も詔介している O イム陀が出家の道を







































































( i ) 長母音色。例えば yuは「下点付き yaのウ音と wawの黙音」
(早amm-iya-yi ta与taniwa sukun-i waw)で示される O こういうときの
'WaWの黙音J (sukun-i waW)は音引きの役割を果たしている。
(ii) 短母音色。「未知のイ音J (kasr-i majhul)で示される O
(ii) 長母音e。例えば meは Imimの未知のイ音と下点付き yaの黙音」
(仕ka出sr子川-寸 ma司jhu白Iルl-im凶imwa suk王f加1n任引1ト-1汁yaι勾-ツyがitah比lta訂加nω でで、示される O こういうとき
の「下点付き yaの黙音J (sukun-i ya引 taJ:!tani)は音引きの役割をする O
(iv) 短母音 δ。「未知のウ音J (?amm-i majhul)で示される O
16 
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(v) 長母音。。例えば JOは 'jimの未知のウ音と wawの黙苦J (;:~amm-i 
majhul-i jim wa suku山 waw) れるO こういうときの γwawの黙吾J
iきの役割をする。
いけ二 auo関えば sauは~誌のア音と wawの (fath-i sin 
抑制kun-iwaw)で示されるG
( vi) 鼻音点。 I隠れた nunJ (nun-i kl叫I)で示される。
(札i) 帯気背の h。例えば thaは「上点付き taおよび隠れた haのア昔」
Uatトit吋 ifauqani u ha-yi khafI)で訴される Q
(ix) 巻舌音 toIインド語の上点、仔き taJ(抱一yl詰問されI-yiHindi)で示される。
(x) 巻苦苦言。 Iインド語のおじ (dal綱i五indi)で示される。
(xi) 子膏結合。剖えば driは Idalおよび四のイ吾J (kasr-I dal u ra)で
示され、あるいは srupは ISInおよび raのウ音と wawの黙音とペル







































( 1) Abu'l・Fa手l， A 'in-i Akbari， ed. By H. Blochmann， Vol.I， Calcutta: The Asiatic 
Soci杭yof Bengal， 1877， pp.61-114.刊本ではf患にラクナウ按 A'in-iA幼arζ
Vol.lI， Lucknow: Nawal Kishor， 1869， pp.84ff盗があるが、今留は爵刊本を対
校しながら検討する時間的余裕はなかった。なお γインドの学講」の見出
しがラクナウ版で、は rインドの学術の修得者たちJ (danish-andozan.i 
Hindustan)となっているO
(2) Persian誌S，BL Add. 7652， ff.332a-366a. 
(3) The必ni j牧bariby Abul.Fazl Allami， Englis込tr.by H.S. J arrett， VoI.II， 
Calcutta: The Asiatic Society of Bengal， 1894， reprint， Osnabruck， 1983， 
fアクパル会典』に晃えるインドの法統的学街と仏教につい
pp.125-218， 2nd edition， by Jadu-Nath Sarkar， Calcutta: The Asiatic Society of 
Bengal， 1948， reprint， New Delhi: Crown P凶 lications，1988， pp.l40叩 228.なお
ウルドゥ…語抜 A'in-i Akbar'ζUrdu tr. by Mul)ammad Fada 'Ali， Book 3， 
Hyderabad: Osmania University， 1939， reprint， Lahore: Sang-e-Meel， 1988， 
pp.l04-187も忘るが、時間的制約があって今回は十分参照することができな
かった。





English tr.， VoI.I， p.351， n.3.ジャレットはそこでtuzの語源を不明としてい
るが、プラッツはそれがサンスクリット諾の tvac(皮膚、樹皮〉から出たことば
であることが明記されている oJohn T.到atts，A Dicti01彼1)'of U1"du， Classical 
H仇dえandEnglish， Oxford: Oxford University Press， 1960 (1884)， p.343. 
( 7 ) インド起濃のことばの表記に正確を期すため、ナイヤーイカに続けてこ
のような の仕方を付記している。原文を口ーマ字で記すと次の通りで
ある o ba-fatlf・ nunwa ya-yi t功taniッ mushaddadwa alif wa kasr-i y必yi
tahtanI wa fath-i kaf. 
(8) 原文は次の通り o ba-fatl)-I ba wa sukun-I ya-yI tal)tani wa k郁子imajhul-i 
sh証山I臼n剛 m註lanqutねawa sukun-i ya渦う嶋
kã訂f. インド系脅語夜め〉二重母音 a剖i は、 rbã のア音と下点付~ yaの黙音J(fatち
i ba wa sukun-I ya-yi tal:tanI)すなわち bayのような形で示される。「未知の
イすJ(kasr-i majhul)とはエの控音(りのこと。アラピア語は元来 a，i， uの
3母音を基本とするので、このように表現している O これに「下点付き ya
の黙音J(sukun-i yaγi tahtanI)が結合するとエの長吾(りとなる。こう L、う




( 9 ) 原文。 ba-kasr-imajhuト bawa sukun-i ya-yi talf訪日1wa dal wa alif wa 
nun-i khafI wa kasr-i ta-yi fauqゑnIwa sukun剛iya-yi ta与tanI. r~，号、れた núnJ
(nun-i kha的とは鼻晋の nのこと。 γ上点fすき憾のイ音と下点付き yaの黙





音(ti)を示し、ここでも y iきの役割を果たしている O
ba‘kasr-i mim wa sukun-i ya-yi taちtaniwa mim wa alif wa nむn-i
khafI wa fath-i sIn wa kaf. 
(11) 原文。 ba-sinwa alif wa nおn-ikhafI wa sul三un-ikaf u ha-yi khafi. 
(12) 罪文。 ba-baぅriFarsi wa alif wa fatド ta-yifauqani wa nu引 khafiwa fat与
i jlm wa laL 
(13) 原文o ba-fat与ijim wa sukun-i yιyi taちtanIwa fatりinun. 
(14) 嘉文。 ba-fatJ:1-iba wa伊mm-iwaw wa f批判 dal-imushaddad u ha-yi khafi. 
rbaのア音と wawのウ音J(fath-i ba wa zamm-i WaW)はbawむの衰を表示
するが、これによって二重母音仰と結合した b管すなわち baむを表そうと
したものと解される。
(15) 原文。 ba-nunwa alif wa suku引 sinwa kasr-i taヅifauqanI wa fat与ikaf. 
(16) 原文。協fatJ:1-ikaf u haッikhafi wa sukun-I ta-yI fauqani-yi Hindi wa fa均ー






思文。 ba-?amm-iba wa dal-i mushaddad u ha-yi khafL 
原文o ba-shin-i manqut wa alif wa kaf wa ?amm-i mlm wa kasr-i nun. 
muktはサンスクワット語(以下 Skt.と略記)muktaの怒語形。 muktaは
mukti (解脱)の状態を示す形容辞。
(20) 原文o ba-kasr-i sin wa ?amm-i dal-i mushaddad u ha-yi khafi wa sukun-I 
Wゑwwa fath-i d註1wa sukun-i nun. SiddhudanはSkt.Suddhodana (パー リ語
Suddhodana 争飯五)の転詑形。








方もない年と在るO テクスト、写本ともに2962年 (dohazar u nuh sad u 















H.M. Elliot and John Dowson (eds.)， The Histmy 01 lnd仇 αsTold by its OWl't 
Historia幻s:The Muhα1n1nadαn teriod， Vol.II， London， 1867， reprint， Allahabad， 
1970， pp.55-59には簡単ながらこの著者と書の結介がなされている。
(27) paiwand鋤 tanは英語援で化身(incarnation)と訳されている。 Eng.tr.，Vol.
II， p.213. 
(28) この語は動詞 khwastan(r望むJγ必要とする止の過去分詞 khwぉtaに否
定の接接辞 na.が付いたもの。 khwastaには「望まれたJ r必要としたJ の
のf告に「富」や「所有」の:叡もあるので、 na-khwastaは本文のように
している。 BLAdd. 7652. f.364b. 1.13もテクスト関隷に na-khwastaと記され
いるが、テクスト Vol.I， p.l12， n.lにはこの欝所を khair-Ikhwぉtanある







(33) テクストも BLAdd. 7652の写本も diwharahと読めるが、ここではテクス
トVoI.I，p.1l2， n.2に従って wabodh (rと分民J)と読むことにする。六根の
最後の意棋(心意)の作罵対象としての、法境(分別)を不したものと解される。
(34) 原文。 ba-hおnzawa alif wa fatI).-I ya引 tahtaniwa sukun-I taぅrifau棋niwa 





(35) Skt. padarthaに対f，与する語。 i英訳ではこれを伺識とする。範時のこと G
(36) 原文。 ba-hamzawa alif wa sukun-i ra wa fatl)-i jlm wa [fa功-iJsIn wa 
kasr-i ta-yi fauq議ni-yimushaddad wa fatl)-i ta-yi taちtanLテクスト、おLAdd. 
7652写本ともにキッコ…(J中の諾が欠けている o arj a-satti刊誌 Skt.
ar)ゃ satya(尊い真理、聖誇)の転靴。ここで品加盟締(catur -arya-satya)をさ
している O
(37) 頭文。 ba-zamm-id亘1wa fath-i泊timushaddad u haヅikhafI. dukkhaは
Skt duhkha (昔、苦誇)の戟批形。
(38) BL Add. 7652， f.364b， 1.19の余自には、 dukkhaの綴りを詔介した直後に入
れるべきことばとして ya‘nighamm (rすなわち苦兵の 2語を記しているO テク
ストにはないが、これを採用した。以下、まず背諦を五議でもって説暁している。
(39) 原文。 ba-kasr-iwaw wa kaιi Farsiうrimushaddad u ya-yi tal)tani wa alif 
wa nun. wiggyanはSkt.vij泊 na(識、認識作用)の転靴形。
〈必) 原文o ba-kasr-i waw wa suk加網iya-yi tal)tani wa fatl)-i dal wa nun wa alif. 
widanaはSkt.vedana (受、!感受作用)を表したもの。
( 41) 原文。 ba-fath-isIn wa nun蜘ikhafI wa kasr-i kaf-i FarsI wa nun wa yaγi 
tahtani wa alif鼻音の nを「霞れた nunJ (nun-i khafr)と表記しているの仁
在日。開会ginya~ま Sk t. sa刊的{想、表象作用)の転詑形。
(42) 議文。 ba-fath-isin wa nun-i khafI wa fath-i sIn wa kaf wa alif wa ra. 
sarisakarはSkt.samsl込山(行、意志、作男)を表したもの。
(43) 原文o ba-?amm-i ra wa sukun-i waw wa ba-yi FarsL rup法 Skt.rupa (名、
認識対象)を表したもの。
(44) 原文。 ba-fatt-isin wa sukun-i mim wa fatt-i dal wa ya-yi tattanL sam-
dayはSk仁samudaya(集苦、集諦)の転詑形。
(45) 原文。 ba-mimwa alif wa fath-i ra wa s汰 un-Ikaf-i FarsL maragは Skt.
m訂ga(道、道諦)の転靴形。
(46) 入正道の具体的な説明は省かれている。
(47) 鹿文。 協同Sじinun wa ?amm-i ra wa sukun-i waw wa dal wa ha-yi khafL 
nirudhはSkt.nirodhの転詑彰で、減、滅尽を意味するO すなわち滅諦をさす。
(48) Skt. m uktiの転詑影。
(49) 色欲の自制が利かぬことを窓味するか。
(50) 原文o ba-fat与ijim-i FarsI wa sukun-i yゑ-yitaちtaniwa kasr-I ta-yi fauqanI 
wa fatヤiy設-yita与tanL chaytiyaすなわち Skt機 caityaは寺院の調堂をさす。
(51) ヨ…ガ学派の関担パタンジャワ (Patanjali) 0この学派の基本経典fヨー ガ・
クパル会典J ~こ見えるインドの伝統的学講と仏教について
スートラ』は組元 2-4世紀ごろの と考えられ、彼の作とされている。










(54) 原文。 ba-fat¥:l-iwaw wa sukun-i ya-yi ta¥:ltanI wa ba u ha-yi khafi wa alif 
wa kasγ-i kaf u haヴikhafI wa fat与ikaf. Vaibhakhikaは Skt.Vaibha手ika(分
の転詑形。漢訳ではまた分説者。仏典注釈書ヴイパ…シャ (Vibhasa
見婆沙〉に主として挺る人々をさす。
(55) 原文。 ba-fat与isIn wa sukun-i waw wa kasr-i ta-yi fauqani wa ra wa alif 
wa nun・ khaIiwa kasr-i ta-yi fauqanI wa fat~ト kãf. Sautir設計ikavま Skt. 
Sau trantikaの転詑形。経量部をさす。 漢訳ではまた経部者。
(ω56ω) 原文。 ba-引引早μ卯u汀1m日川川1I川
wa alif wa r泊a.Ju日Ig回ac凶h蕊訂rはSkt.Yo叫ga恥制C叶h同1泊ar印aの転靴形O 聡伽行派なさす。漢訳
ではまた観行者、修観行者など。
(57) 涼文。 ba-mimwa alif wa kasゎidal-i mushaddad u ha引 khafIwa fa均一1Yι 
yi ta悼anIwa kasr-i mlm wa fat¥:l-i kaf.担addhiyamikaは Skt.問adhyamikaの
転説形。中観派をさ また中道者、 ど。




(61) Edward C. Sachau (trよAlberuni'slndia: An acco附tof the religion， philoso句
phy， littaature， geog1'lαphy，必ずonology，astrono1ny， customs， law and ast1'ology of 
lndia about A.D. 1030， 2 vols吋 London，1910， reprint， Lahore， 1962. 
(62) Irfan Habib，“A Fragmentary Exploration of an lndian Text on設Rel石igioη
and Sects: Notes on the e悦aγ i五erversion of the 1ひ)ab説is討t誌an-l主誌ila沼zahib，"P， 。
ceedings of the lndian Hist01Y Congress， 61st Session， 2001， ppι74-491. 
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